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所の広がりによって分類した結果、 5 つの型が抽出されている o この結果から、外出行動とそれに伴う交流活動を
促進もしくは阻害する要因として、個人的属性、地域環境、移動環境にまとめ、それぞれについて考察を加えてい
る。
(4) 在宅高齢者の外出場所として重要な意義をもっ公園について、高齢者の行動ならびに意見等に関する詳細な調査
を行い、高齢者による利用実態および環境評価を明らかにしている。利用行動については、休息、対話、運動といっ
た両市に共通するものの他、釜山ならびに大阪それぞれに特有の行動傾向を見いだすとともに、来園目的に基づく
利用者タイプ分類結果にも、両市間に差異があることを示しているo さらに、公園の環境評価については、両市に
共通する自然環境に対する高い評価、釜山の降雨対策欠如、大阪の塵芥処理不足等の指摘を得ている o
(5) 以上の結果に基づいて地域環境整備に関する検討を行い、高齢者相互の情報交換や地域住民との交流が出来るよ
うな施設機能の複合化・多様化、居場所の確保と社会的交流の促進、場所の位置付けの明確化等、今後の地域計画
にとって重要な指針を指摘している。
以上のように、本論文は、従来研究成果の十分ではなかった在宅高齢者の外出行動実態とその要因を比較検討して
明らかにし、それらに基づく地域環境整備の指針を示しており、建築計画学、特に、高齢者生活環境計画の発展に寄
与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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